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（1）　�日本における中国産ながいもの　　
位置付け

2012年以降の日本のながいも輸入量を
見ると、生鮮品は2014年は大幅に減少し、
2015年以降は回復傾向で推移しているも
のの2017年は775トンと、依然として
1000トンを下回って推移している。一方、
冷凍品は比較的安定して推移しており、
2017年は前年を17.8%上回る694トン
となった（図１）。国別に見ると、生鮮品、
冷凍品とも主に中国とベトナムから輸入さ

れており、特に冷凍品は90％以上が中国
産となっている。中国産ながいもの輸入量
を月別に見ると、年によって傾向は異なる
が、2017年は、生鮮品および冷凍品とも
に上半期が下半期よりも多かった（図２）。
また、輸入価格は、生鮮品は７月および９
月に高騰したが、冷凍品は１年を通して１
キログラム当たり350円前後で安定的に
推移した。
本稿中の為替レートは１元＝ 17円

（2018年１月末日ＴＴＳ相場：17.49円）
を使用した。

主要国の野菜の生産動向等

調査情報部

１　中国

日本が輸入するながいもの多くは中国産であることから、今月号では、中国のながいも
の生産動向等を主産地の山東省および河南省を中心に紹介する。
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図１　日本の国別ながいも輸入量
生鮮ながいも 冷凍ながいも

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

海外情報
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ア　山東省
山東省におけるながいもの主産地は、菏

か

澤
たく

市（注１）、済
さい

寧
ねい

市、潍
い

坊
ぼう

市、青
ちん

島
たお

市である（図
４）。

注１：中国では、大きい行政区分から順に、「省級
（省、直轄市など）」、「地級（地級市、自治州
など）」、「県級（県、県級市、市轄区など）」
などとなっており、菏澤市、済寧市、潍坊市、
青島市は地級市である。
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図３　中国のながいも主産地

資料：機構作成

（２）生産動向

ながいもは、中国のさまざまな地域で生
産されているが、特に、山

さん

東
とう

省、河
か

南
なん

省、
広
こう

西
せい

チワン族自治区、江
こう

蘇
そ

省、河
か

北
ほく

省、山
さん

西
せい

省などで生産が盛んである（図３）。今
月号では、その中でも、中国全土で最大の
作付面積（シェア17％）を占める山東省
と、第２位の河南省（同12％）を中心に、
生産動向を報告する。
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図２　中国産ながいもの月別輸入量および輸入単価（2017年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：１月の生鮮品と11月の冷凍品は輸入実績なし。
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図５　山東省のながいもの生育ステージ

資料：聞き取りを基に機構作成
　注：本図は、植え付け、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。
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表１　山東省のながいもの作付面積、収穫量および単収の推移

年
作付面積（万 ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

2014/15 5.6 － 148 － 2.6 －

2015/16 5.8 3.6％ 150 1.4％ 2.6 0.0％

2016/17 6.0 3.4％ 160 6.7％ 2.7 3.8％

資料：山東省農業庁種植業管理処などへの聞き取りを基に機構作成
　注：年度は、４月から翌３月。

ほとんどが露地栽培で、例年、４月上中
旬に種いもを植え付け、９月下旬～翌４月
下旬に収穫される（図５）。主な品種は、
作付面積の約５割を占める「鉄棍山薬（注２）」
と同３割を占める「白玉山薬」である。「鉄

棍山薬」は、栄養価が高いが、単収が低く
販売価格は高い、「白玉山薬」は、耐寒性
があり単収が高いなどという特徴がある。

注２：中国では、ながいもを「山薬」という。
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図４　山東省のながいも主産地

資料：機構作成

近年の生産動向を見ると、2014/15 ～
2016/17年度は、相場が高い水準で推移
したため、生産者の作付け意欲が高く、作

付面積は増加した。単収は10アール当た
り2.6 ～ 2.7トンと安定したため、収穫量
も増加した（表１）。
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山東省同様、ほとんどが露地栽培で、毎
年、４月上旬～５月下旬に植え付け、10

月上旬～翌２月下旬に収穫される（図７）。
主な品種は「鉄棍山薬」である。

イ　河南省
河南省におけるながいもの主産地は、商

しょう

丘
きゅう

市（注３）、焦
しょう

作
さく

市、南
なん

陽
よう

市などである。中

でも、商丘市は作付面積の約２割を占める
同省最大の産地である（図６）。
注３：商丘市、焦作市、南陽市は地級市である。

南陽市 

焦作市

商丘市

図６　河南省のながいも主産地

資料：機構作成

河南省では、作付けコストの増加などか
ら、小麦やにんにくなど収益性の高い作物
への転作が進んでいる。そのため、作付面
積は2005/06年度の約6万ヘクタールを

ピークに減少傾向で推移しており、
2016/17年度は、前年度を17.5%下回る
3万3000ヘクタール、収穫量も前年度を
8.3%下回る55万トンとなった（表２）。

図７　河南省のながいもの生育ステージ

資料：聞き取りを基に機構作成
　注：本図は、植え付け、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。
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表２　河南省のながいもの作付面積、収穫量および単収の推移

年
作付面積（万 ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

2014/15 3.7 － 56 － 1.5 －

2015/16 4.0 8.1％ 60 7.1％ 1.5 0.0％

2016/17 3.3 ▲ 17.5％ 55 ▲ 8.3％ 1.7 13.3％

資料：河南省農業科学院農業経済および情報研究所への聞き取りを基に機構作成
　注：年度は、４月から翌３月。
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表３　山東省のながいもの10アール当たり生産コスト（山東省菏澤市単県）

項目
2014 年（元／ 10a） 2017 年（元／ 10a） 2017 年 /

2014 年比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

土地代 1,350 22,950 1,800 30,600 33.3％
種苗費 4,500 76,500 2,250 38,250 ▲ 50.0％
肥料農薬費 1,950 33,150 2,130 36,210 9.2％
資材費 0 0 0 0 －
農機具費 150 2,550 150 2,550 0.0％
人件費 3,960 67,320 5,700 96,900 43.9％
その他 75 1,275 75 1,275 0.0％

合計 11,985 203,745 12,105 205,785 1.0％

資料：山東省菏澤市単県の合作社や生産者などへの聞き取りを基に機構作成
注１：四捨五入や為替換算の関係から、各項目間において誤差が生じることがある。
注２：単県は山東省菏澤市の県級である。

表４　河南省のながいもの10アール当たり生産コスト（河南省焦作市温県）

項目
2014 年（元／ 10a） 2017 年（元／ 10a） 2017 年 /

2014 年比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

土地代 1,200 20,400 1,500 25,500 25.0％
種苗費 3,000 51,000 3,000 51,000 0.0％
肥料農薬費 2,025 34,425 2,175 36,975 7.4％
資材費 0 0 0 0 －
農機具費 150 2,550 150 2,550 0.0％
人件費 3,720 63,240 5,460 92,820 46.8％
その他 60 1,020 60 1,020 0.0％

合計 10,155 172,635 12,345 209,865 21.6％
資料：河南省焦作市温県の合作社や生産者などへの聞き取りを基に機構作成
注1：四捨五入や為替換算の関係から、各項目間において誤差が生じることがある。
注2：温県は河南省焦作市の県級である。

（３）生産コスト

ア　山東省
山東省の10アール当たり生産コストの
動向を見ると、2017年は１万2105元
（20万5785円、2014年比１. ０％増）と、
わずかに増加した（表３）。項目別に見る

と、近年の中国の野菜経営で常態化してい
る土地代と人件費の増加が見られる一方
で、種苗費は大幅に減少している。種苗費
は、主にその年のながいも価格の影響を受
けて変動するが、2017年は2014年に比
べながいも価格が安かったため、大幅な減
少となっている。

イ　河南省
河南省の10アール当たり生産コストの
動向を見ると、2017年は１万2345元
（20万9865円、2014年比21. ６％増）と、
大幅に増加した（表４）。項目別に見ると、

山東省同様、土地代と人件費の増加が見ら
れる一方で、種苗費は横ばいとなった。こ
れは、山東省に比べ自家産の種いもを用い
ることが多いことから、市場価格の影響を
受けにくいためである。
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（４）価格動向

山東省の卸売価格を見ると、近年、健康
志向の高まりを反映し、老化防止などの効
果が期待されるながいもの需要が増加した

ことにより、2016年までは比較的高い水
準で推移した（図８）。これに伴い、生産
者の作付け意欲が高まり、生産量が増加し
た結果、2017年は、供給過多となり急落
した。

（５）国内向け出荷動向

山東省は、収穫されたながいもの大部分
が国内に仕向けられ、一部は輸出されてお
り、中国全土の輸出量のうち約８割は同省
産である。国内の主な出荷先は、北京や上
海などの大都市である。また、同省は主要
生産地域であるだけでなく、加工工場や輸
出企業の多くが所在しており、ながいも産
業において重要な省となっている。
また、河南省で収穫されたながいもは全
量が国内に仕向けられており、北京や天津
のほか、浙

せっ

江
こう

省、福
ふっ

建
けん

省、広
かん

東
とん

省などの南
部の都市へ出荷されることが多い。

（６）輸出動向

ながいもは生鮮品または冷凍品として輸
出されるが、その正確な割合は不明である
（注４）。ここ数年では、2016年に1万トンを
超えたものの、基本的には8000トン前後
で推移している（図９）。
国別では、2016年までは香港向けが最
も多かったが、2017年は大幅に減少し、
代わって日本やマレーシア、カナダ向けが
増加した。
2017年で見ると、日本向けが米国向け
に次ぐ第２位で、全体の２割強を占めたが、
業界関係者によると、日本向けは、価格は
高いものの、規格や安全性などの基準が厳
しく、加工時のロスが相対的に多いため、

図８　ながいも卸売価格の推移（山東省）

資料：中国蔬菜網を基に機構作成
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資料：「Global Trade Atlas」
注：ＨＳコードは07143000。
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図９　中国の国別ながいも輸出量（生鮮および一部の冷凍）

一部の加工・輸出企業は、日本への輸出に
対し消極的であるという。

注４：中国産冷凍ながいもは、07143000（なが
いも）と07108090（その他の冷凍野菜）
に分類されているため、正確な輸出量の把握
が困難となっている。



71野菜情報 2018.3

（１）　�ブロッコリー、レタス、セルリー�
の生産動向

ア　ブロッコリー
（ア）　作況
今冬、カリフォルニア州の気温は平年よ
り低くなり、降雨量は北部で平年よりも多
く、南部では平年並みとなる見込みである。
また、４月と５月には、平年よりやや乾燥
し、気温は沿岸部で平年より低くなる一方、
内陸部で平年を上回るとみられている。
現地報道によると、12月、カリフォル
ニア州南部で発生した山火事は、大量の煙

と道路の閉鎖により混乱を与え、野菜を輸
送するためのトラックの確保に悪影響を与
えた。また、ブロッコリーの価格は、クリ
スマスの旺盛な需要により、12月の中旬
から上昇し始めた。12月後半には、需要
のさらなる増加に加え、寒気による生育不
良で供給が減少し、需給がひっ迫した。年
明け以降も、ブロッコリーの価格は、上昇
傾向で推移した。
以下、本稿中の為替レートは、１米ドル＝
110円（2018年1月末日ＴＴＳ相場：
109.79円）を使用した。

２　米国

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）（以下「セ
ルリー」という）およびたまねぎについて、それらの主産地であるカリフォルニア州とワ
シントン州の生産動向などを紹介する。また、トピックスとして米国におけるたまねぎの
生産概要と2017年の状況について概要を報告する。

サンルイスオビスポ郡

図１　カリフォルニア州の地図

資料：機構作成
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（イ）　生産者価格
2017年11月の生鮮ブロッコリーの生
産者価格は、感謝祭向け需要が堅調だった
ものの、供給量が安定していたため前月か

ら値を下げたが、出荷量が安定していた前
年の反動などにより、前年同月比53.2％
高の１キログラム当たり1.21米ドル
（133円）となった（表１）。

表３　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

入 荷 量 150 143 69 39 41 41 65 90 94 97 102 75 55
卸売価格 351 314 304 319 252 324 340 337 308 340 364 344 394

資料：東京都中央卸売市場

表１　全米の生鮮ブロッコリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

生産者価格 0.79 0.77 1.23 1.19 1.56 2.11 1.82 1.11 1.12 1.37 1.81 1.47 1.21

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

（ウ）　対日輸出動向
2017年11月のブロッコリーの対日輸
出量は、米国内の供給不足に加え、台風な
どの影響で日本からの需要が高まった前年

の反動により、前年同月比61.3%減の
1486トンとなった（表２）。また、輸出
単価は同3.2%安の１キログラム当たり
1.20米ドル（132円）であった。

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
価格

2017年11月の東京都中央卸売市場の
米国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月
比63.3%減の55トンであった（表３）。
また、卸売価格は、同12.3%高の１キロ

グラム当たり394円であった。なお、同
月に同市場で最も入荷量が多かったのは埼
玉産で、入荷量は同5.3%減の481トン、
卸売価格は米国産をかなりの程度上回る同
428円であった。

表２　米国産ブロッコリーの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

輸出量 3,837 1,696 1,271 1,027 559 723 1,528 1,960 1,295 1,995 1,221 1,065 1,486
輸出額 4,740 2,192 1,676 1,377 797 905 2,234 2,675 1,694 2,517 1,587 1,156 1,784
単　価 1.24 1.29 1.32 1.34 1.43 1.25 1.46 1.36 1.31 1.26 1.30 1.09 1.20

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）
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イ　レタス
（ア）作況
現地報道によると、12月中下旬、ロメ
インレタスの価格は、需給が安定していた
ため、横ばいないしはわずかに下落した。
1月上旬、品質は良好であったものの、寒
気による出荷量減少により、価格は上昇し
た。
結球レタスの価格は、12月中旬に堅調
な需要により上昇した。12月下旬、クリ
スマス需要による価格の上昇が予想されて
いたが、値下がりした。1月上旬、品質は

良好であったものの、寒気による出荷量減
少により、価格は上昇した。
12月中下旬、グリーンリーフレタスの
価格は、需給が安定していたため、横ばい
ないしはわずかに下落した。品質は、非常
に良好であった。

（イ）　生産者価格
2017年11月の結球レタスの生産者価
格は、供給量の増加により、前年同月比
13.6％安の１キログラム当たり0.51米ド
ル（56円）となった（表４）。

表４　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

生産者価格 0.59 0.67 0.64 1.13 1.09 1.82 0.58 0.50 0.56 0.54 0.70 0.93 0.51

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表５　米国産レタスの対日輸出量および輸出額（結球レタス）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

輸出量 505 233 150 103 64 65 181 137 279 743 837 163 449
輸出額 531 277 188 111 85 67 178 159 291 710 865 146 531
単　価 1.05 1.19 1.25 1.08 1.34 1.03 0.98 1.16 1.04 0.96 1.03 0.90 1.18

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表６　米国産レタスの対日輸出量および輸出額（結球レタス以外）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

輸出量 417 78 4 5 75 60 32 1 0 29 12 2 564
輸出額 899 258 16 18 87 81 30 5 0 85 37 8 990
単　価 2.15 3.31 4.32 3.46 1.16 1.35 0.94 5.00 0.00 2.98 3.11 3.48 1.76

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

（ウ）　対日輸出動向
2017年11月の結球レタスの対日輸出
量は、449トンと前月から大幅に増加し
たものの、台風による日本産の品不足と価
格高騰により米国の需要が高まった前年同
月を11.1%下回った（表５）。輸出単価は

同12.4%高の１キログラム当たり1.18米
ドル（130円）であった。また、結球レ
タス以外のレタスの対日輸出量は、同
35.3%増 の564ト ン、 輸 出 単 価 は 同
18.1%安の同1.76米ドル（194円）と
なった（表６）。
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表９　米国産セルリーの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

輸出量 819 431 696 534 797 554 480 526 486 607 371 465 540
輸出額 625 315 444 340 439 371 469 517 325 397 236 288 338
単　価 0.76 0.73 0.64 0.64 0.55 0.67 0.98 0.98 0.67 0.65 0.64 0.62 0.63

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

ウ　セルリー
（ア）　作況
12月中旬、ベンチュラ郡オックスナー
ドとサンタバーバラ郡サンタマリアから供
給されていたが、堅調な需要により、価格
は上昇傾向にあった。年末には、需要が落
ち着いたことから、価格は下落傾向にあり、

1月上旬も低調に推移した。

（イ）　生産者価格
2017年11月のセルリーの生産者価格
は、前年同月比10.8％高の１キログラム
当たり0.65米ドル（72円）となった（表
８）。

表８　全米の生鮮セルリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

生産者価格 0.59 0.38 0.39 0.34 0.54 0.87 1.76 0.93 0.61 0.39 0.38 0.42 0.65

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表７　東京都中央卸売市場の米国産レタスの入荷量および平均卸売価格（結球レタス以外）
（単位：トン、円/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

入 荷 量 1.6 0.5 0.2 0.5 0.6 — 0.2 0.4 0.2 1.0 5.5 1.6 0.4
卸売価格 106 518 518 518 518 — 290 518 119 137 351 111 518

資料：東京都中央卸売市場

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
価格

2017年11月の東京都中央卸売市場の
結球レタス以外の米国産レタス（ロメイン
レタス、フリルレタスなど）の入荷量は、
前年同月比75.0％減の0.4トンであった。
また、卸売価格は、前年同月比約5倍の１

キログラム当たり518円であった（表７）。
なお、同月に同市場で最も入荷量が多かっ
た結球レタス以外のレタスは茨城産で、入
荷量は同23.5％増の102トン、卸売価格
は米国産をかなりの程度下回る同465円
であった。

（ウ）対日輸出動向
2017年11月のセルリーの対日輸出量
は、前年同月比34.1%減の540トンで、

輸出単価は同17.1％安の１キログラム当
たり0.63米ドル（69円）であった（表９）。
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表10　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

入 荷 量 33 37 27 27 33 32 24 9 23 24 26 24 25
卸売価格 210 212 202 204 204 213 242 398 245 231 225 210 220

資料：東京都中央卸売市場

表11　全米の生鮮たまねぎの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

入 荷 量 0.15 0.14 0.24 0.19 0.17 0.31 0.31 0.46 0.49 0.30 0.36 0.36 0.34

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
価格

2017年11月の東京都中央卸売市場の
米国産セルリーの入荷量は、前年同月比
24.2%減の25トンで、卸売価格は同
4.8％高の１キログラム当たり220円で

あった（表10）。なお、同月に同市場で最
も入荷量が多かったセルリーは長野産で、
入荷量は同53.5％増の284トン、卸売価
格は米国産を大幅に上回る同300円で
あった。

エ　たまねぎ
（ア）　作況
現地報道によると、11月下旬以降、ワ
シントン州からの黄たまねぎの出荷量が安
定しており、品質も良好であった。12月
に入り、たまねぎ需要は、黄たまねぎを中
心にサイズや品種を問わず堅調であった。
1月上旬以降も、ワシントン州からの出荷
は好調であったが、輸送能力が不足してい
た。

（イ）　生産者価格
2017年11月の生鮮たまねぎの生産者
価格は、堅調な需要に加え、生産量が多く
安値となった前年の反動から、前年同月比
2.3倍の１キログラム当たり0.34米ドル
（37円）と前年を大幅に上回った（表
11）。

写真　米国の量販店で販売されるたまねぎ（1月8日撮影）
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（ウ）　対日輸出動向
2017年11月の生鮮たまねぎの対日輸
出量は、409トンと北海道産の減少によ
り米国産への需要が高まった前年の反動に
より、前年同月を61.8％下回った。輸出
単価は前年同月比27.9％高の１キログラ

ム当たり0.55米ドル（61円）であった（表
12）。
また、同月の乾燥たまねぎの対日輸出量
は、前年同月比5.3％増の318トンで、輸
出単価は同2.4％高の同2.59米ドル（285
円）となった（表13）。

表13　米国産乾燥たまねぎの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

輸出量 302 319 267 194 228 351 248 247 263 376 221 377 318
輸出額 762 821 672 507 765 901 649 617 667 926 572 922 824
単　価 2.53 2.57 2.52 2.62 3.35 2.57 2.62 2.49 2.54 2.46 2.59 2.45 2.59

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表14　東京都中央卸売市場の米国産たまねぎの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

入荷量 6.0 33.0 15.2 21.8 4.9 17.6 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2
卸売価格 100 57 87 79 140 89 1,102 1,102 1,136 1,101 1,114 1,116 1,114

資料：東京都中央卸売市場

表12　米国産生鮮たまねぎの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2016年 2017年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月

輸出量 1,070 875 813 306 79 29 15 28 0 57 64 368 409
輸出額 465 444 294 151 115 36 32 38 0 26 42 165 223
単　価 0.43 0.51 0.36 0.49 1.46 1.24 2.19 1.35 0.00 0.46 0.66 0.45 0.55

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
価格

2017年11月の東京都中央卸売市場の
米国産たまねぎの入荷量は、前年同月比
96.7％減の0.2トンであった。また、卸売
価格は同11倍の１キログラム当たり

1114円と前年同月を大幅に上回った（表
14）。なお、同月に最も入荷量が多かった
のは北海道産（1万973トン）であり、単
価は米国産を大幅に下回る同81円であっ
た。
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（２）　トピックス　　　　　　　　　　　
〜たまねぎの生産の概要および2017
年度の生産状況〜

ア　米国におけるたまねぎ生産の概要
全国たまねぎ協会（National�Onion�
Association）� によると、たまねぎは、
20州以上で約500戸の生産者で商業的に
生産されている。2017年は作付面積が5
万5000ヘクタール、生産量は310万トン
で あ っ た。USDA/NASSに よ る と、

1999年以降、作付面積が減少傾向で推移
していることに伴い、生産量もおおむね減
少傾向にある（図２）。
USDA/NASSによると、2016年は、
収穫面積と生産量ではカリフォルニア州
が、生産額ではオレゴン州が全米第1位で
あり、ワシントン州は、生産量と生産額と
もに全米第２位である。このように、たま
ねぎの主要産地は、カリフォルニア州、ワ
シントン州、オレゴン州といった太平洋側
に位置している（図３、表15）。

資料：USDA
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図２　全米のたまねぎ生産量の推移

図３　たまねぎの主要生産州の位置
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イ　ワシントン州におけるたまねぎ生産の
歴史と現状
ワシントン州では、たまねぎは主要な野
菜の一つである。貯蔵用および非貯蔵用に
大別され、貯蔵用は、冷凍あるいは乾燥た
まねぎへと加工されるものもある。非貯蔵
用は生鮮市場向けであり、環太平洋地域へ
輸出もされている。
たまねぎは、主に同州東部で栽培されて

いる。貯蔵用は、グラント郡、フランクリ
ン郡、ベントン郡、アダムズ郡にまたがる
コロンビア盆地で生産されており、一般的
に３～４年周期でにんじん、スイートコー
ン、穀類、ばれいしょなどとの輪作が行わ
れている。なお、同盆地は、たまねぎ種子
の主要生産地でもある。非貯蔵用は、主に
ワラワラ郡で生産されている（図４）。

ワラワラ郡 

資料：機構作成 

グラント郡 

フランクリン郡 

ベントン郡 

アダムズ郡 

コロンビア盆地 

表15　たまねぎの作付面積など（州別、2016年）
作付面積 収穫面積 生産量 生産額
（ha） （ha） （千トン） （千米ドル）

カリフォルニア州 18,360 17,720 874 183,386

ワシントン州 10,000 9,960 819 185,831

オレゴン州 7,640 7,520 658 194,173

アイダホ州 3,560 3,520 343 28,028

ニューメキシコ州 2,480 2,440 160 94,465

ジョージア州 4,960 4,560 134 115,596

テキサス州 4,000 3,280 109 61,896

ニューヨーク州 2,880 2,800 98 42,315

コロラド州 1,440 1,240 63 20,143

資料：USDA

図４　ワシントン州のたまねぎ産地
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同州のたまねぎ産業は、イタリア人入植
者によって19世紀後半にワラワラ郡で始
まり、1950年代にコロンビア盆地におけ
るかんがいの整備に伴い発展した。80年
代以降急速な発展を遂げ、貯蔵用たまねぎ
の栽培面積は、80年代には3300エーカー
（1320ヘクタール）であったのに対し、
90年代には6800エーカー（2720ヘク
タール）へと倍増した。さらに、2000年
までに1万5000エーカー（6000ヘクター
ル）となった。コロンビア盆地では伝統的
に、堅固で貯蔵性に優れた、皮の色が比較
的濃い品種が作られてきた。
同州で特徴的なものとして、ワラワラ・

スイート・オニオンが挙げられる。同品種
の歴史は、コルシカ島から持ち込まれたス
イート・オニオンの種子に由来する。
1900年ごろから栽培されており、他に類
を見ない甘味と大型のサイズ、丸みを帯び
た形状が特徴である。通常９月に定植され、
６月下旬から８月初めにかけて収穫される。
その他のたまねぎは、３月初旬から４月中
旬に直播（一部では定植）が行われ、収穫
は８月中旬から10月末に最盛期を迎える。

ウ　2017年の生産状況
たまねぎ関連の情報を提供している現地
のニュースサイト「Onion�Business」は、
2017年のたまねぎ生産を総括する記事を
発表した。概要は以下のとおりである。
【１月】
ジョージア州、カリフォルニア州インペ
リアル郡に位置するインペリアルバレー、
テキサス州、ニューメキシコ州では、生育
が順調であった。
ワシントン州を含む北西部の貯蔵・包装
施設は、激しい氷雪を伴う異常気象により、

貯蔵中のたまねぎに影響があったほか輸送
が滞ることも多く、物理的および金銭的な
被害を受けた。需要に応えることができな
かったことから、価格はクリスマスシーズ
ンの２～３倍に急上昇した。
【２月】
カリフォルニア州インペリアルバレーお
よびセントラルバレー、ニューメキシコ州、
メキシコでは、好天に恵まれ、生育状況は
良好であった。
初旬、メキシコ産が平年より早く出荷さ
れ、同国産およびペルー産が出回り量の
25%以上を占めたが、ワシントン州では
同州産のハイブリッド種に対する需要が堅
調であった。
【３月】
主要生産地のほとんどで良好な生産条件
にあった。
ワシントン州の出荷業者は第１週、同州
産の品質が高かったにもかかわらず、需要
が伸び悩み、価格がかなり下落したが、中
旬になると、同州からの供給量が増加した。
ネバダ州、アイダホ州およびオレゴン州東
部から2016年産の最後の出荷があった。
需要は、特に黄色種に対するものが堅調で
あった。
【４月】
ワシントン州では、降雨により、月末ま
でに播種が終了しておらず、ワラワラ・ス
イート種の生育も遅れ気味であった。アイ
ダホ州南西部からオレゴン州にあるトレ
ジャーバレーの植え付け作業の進捗状況に
は農家ごとにバラツキが見られた。ニュー
ヨーク州でも植え付けは終了した。
テキサス州産は、３月後半から４月前半
に降雨に見舞われたため出荷時期は短期と
なった。
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中旬には、カリフォルニア州インペリア
ルバレー産が出回り始めた。ウィスコンシ
ン州産への需要は堅調で、４月下旬から５
月初旬にかけて収穫を終了した。トレ
ジャーバレーでは、特に大粒の黄色種への
需要が旺盛であった。
【５月】
第２週、ワラワラ種は順調に生育を続け、

平年通り６月中旬から下旬に収穫される見込
みであった。コロラド州北部の一部の生産者
は、豪雨に見舞われ、再植え付けを余儀なく
された。カリフォルニア州インペリアルバ
レーで需要が供給を上回るようになり、特に
中粒への需要があった。ワシントン州産ハイ
ブリッド種の生産が振るわず、アイダホ州お
よびオレゴン州東部の2016年産たまねぎの
出荷が終了したことから、購入者はテキサス
州およびカリフォルニア産の新たまねぎに切
り替えた。この時期のたまねぎの価格は、例
をみないほど激しく変動した。
第３週、アイダホ州およびオレゴン州東
部では、寒冷な天候により生育は遅れた。
カリフォルニア州インペリアルバレーの一
部で収穫が終了した。ワシントン州の一部
では、2016年産の黄色種、赤色種の出荷
を終了した。アリゾナ州では、2017年産
の生産が終了を迎えたが、品質は良好で市
場は堅調であった。ニューメキシコ州産赤
色種、白色種、黄色種の出荷が始まった。
最終週、多くの地域で気温が上昇し、生
育状況が回復した。
【６月】
アイダホ州およびオレゴン州東部、ワシ
ントン州では、気温の上昇により生育は良
好であった。
第１週、カリフォルニア州産の出荷が好
調な上、メキシコ産も流入したことから、

市場の流通量が増加し、市況はこの４年間
で最低ではないかとする出荷業者もいた。
第２週、カリフォルニア州の生産はセン
トラルバレーに移った。品質も良好であっ
たものの、供給過多で市場は不調であった。
中旬には需要が高まり、市場も堅調となっ

た。オレゴン州では越冬たまねぎ、ニュー
メキシコ州では大粒のたまねぎの収穫が始
まった。ワシントン州ワラワラ種の収穫は、
６月15日に始まり、生育は順調であった。
カリフォルニア州セントラルバレーでは、
すべての品種およびサイズの出荷が順調で
あったが、需給がひっ迫し始めた。
【７月】
アイダホ州およびオレゴン州東部では、
生育は順調であったが、収穫作業が例年よ
り10日程度遅れた。
初旬、カリフォルニア州サンホアキンバ
レーでは、すべての色、サイズで旺盛な需
要が見られた。ワラワラ種の出荷は6月中
旬に始まったが、出荷は順調であった。
ニューメキシコ州では、特に白色種への需
要が堅調であった。
中旬には、ワシントン州で直播たまねぎ
の収穫が開始され、品質、価格ともに良好
であった。
コロンビア盆地では、8月の暑気を避け
るために7月の下旬から収穫を開始した。
【８月】
アイダホ州およびオレゴン州東部では、
夜間の気温が低く、十分な熱量を得ること
ができなかった。コロラド州西部の生育は
順調であった。ワラワラ郡産の品質は良好
であった。
第2週、多くの地域で収穫が始まり、ペ
ルーからの甘味種の入荷も始まった。出荷
量の増加により価格は下落した。
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アイダホ州とオレゴン州東部では、中旬
に品薄となったが、その後需給が緩和した。
【９月】
ハリケーン「イルマ」によりトラック輸
送が影響を受けた。
ウィスコンシン州での収穫が開始され
た。市況は順調で価格も通常よりは高値で
あった。アイダホ州とオレゴン州東部では、
収穫および出荷作業で非常に忙しくなっ
た。しかし、需要が供給を上回り、市場は
強含みであった。ネバダ州でも収穫に入り、
赤色種、黄色種、白色種の出荷が始まった。
ワシントン州産に対する需要も好調であ
り、価格は上昇した。
中旬になると、オレゴン州西部からは黄
色種、白色種、赤色種、甘味種の出荷が始
まり、すべての種類に対する需要が旺盛で
あった。ワシントン州ではジャンボサイズ
の黄色種の需要が供給を上回った。アイダ
ホ州とオレゴン州東部でも、引き続き堅調
な需要と好調な市況に恵まれた。コロラド
州北部では、収穫を終了した。
第3週、出荷が順調であったコロラド州
西部から同州北部の出荷に切り替わった。
主要な出荷地域は、コロラド州、ユタ州、
アイダホ州およびオレゴン州東部、ワシン
トン州であった。
最終週、堅調な需要が続き、ニューヨー
クではジャンボサイズの黄色種の売れ行き
が好調であった。ワシントン州は、雨季の
前で収穫を終えつつあり、収穫量は減少し、
サイズも小さくなったが、品質は非常に良
好であった。
【10月】
初旬、ウィスコンシン州では天候に恵ま
れ、ほぼ収穫を終了した。大粒の黄色種が
赤色種、白色種と並んで好調である一方で、

中粒の黄色種の市況は弱かった。　
中旬までは、オレゴン州西部からは貯蔵
中のたまねぎが出荷された。需要は堅調で、
価格も安定している。ワシントン州のコロ
ンビア盆地では、収穫は終了し、収穫物の
サイズは大きく品質も良好である。
10月19日から21日にかけて、フロリ
ダ州オーランドで開催された青果物販売協
会（PMA）の年次会合での報告によると、
2017年産の品質は非常に良いとのことで
あった。また、ユタ州およびコロラド州の
出荷業者からは、この10年で最も多くの
貯蔵ができたと報告があった。
【11月】
初旬、ニューヨークでは、需要は堅調で
特にジャンボサイズが好調であった。コロ
ラド州北部、アイダホ州およびオレゴン州
東部でも需要が堅調であった。ワシントン
州では、ジャンボサイズの価格は下落した
ものの、市場は堅調に推移した。
中旬、感謝祭需要に応えるため、輸送用
トラックが不足した。ネバダ州では市場が
好調であったのもかかわらず、輸送力が不
足していたため需要を満たすことができな
かった。
感謝祭後、需要は落ち着いたが、クリス
マスツリーの輸送との競合でトラックの不
足は継続したが、コロラド州西部とユタ州
からの出荷は好調であった。
【12月】
需要は落ち着いたものの、価格は堅調で
ある。これは、感謝祭の後の典型的な市場
の様子であるという。中粒種の供給は順調
であるが、輸送手段が不足した。
中旬、ニューメキシコ州では越冬種が植
え付けられ、来年５月から６月ごろに市場
に現れるとみられる。




